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光励起による分子の電子状態変化を明らかにする必要があるo 本論文は，光・電子機能性を示す代表的な 2 種の有機
国体を取り上げ，時間分解可視・紫外電子スベクトル測定を行い， フェムト秒から 10 ミリ秒にまでわたる幅広い時間
領域の電子状態の変化を調べたものである o 主な成果を要約すると以下のようになる。
(1) 分子間相互作用が重要と考えられるチオフェン 6 量体の蒸着膜について， これまで不明であったフェムト秒~ピ
コ秒領域の吸収スペクトル変化を与える各電子状態の帰属を行っている。最低励起一重項状態，最低励起三重項状
態，分子間電荷分離状態，薄膜の過渡的温度上昇に基づくスペクトル成分を分離し，それぞれの動的挙動を明らか










以上のように本論文では， π電子系有機固体の光・電子機能につながる，光励起に伴う電子状態の動的変化を， 10 
桁以上の広い時間範囲で調べ，分子間相互作用，および有機固体の構造やエネルギー状態に存在する不均一性の観点
から動的変化のメカニズムを検討し，新しい描像を得ている。本論文で得られた知見は，応用物理学，特に有機固体
のレーザー科学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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